
命を守るため、私たちは何をすべきか
～宮古市災害資料アーカイブ

システム構築事業～

令和５年１月９日

令和４年度東日本大震災アーカイブシンポジウム

宮古市長 山本正德

浄土ヶ浜エターナルグリーン
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■H17.6.6…宮古市、⽥⽼町、新⾥村が合併
■H22.1.1…川井村を編⼊
■本州最東端
■⾯積…1,259km²（全国８番⽬に広い市）

東⻄64㎞、南北50㎞
■⾼度…０ｍ〜1,917ｍ
■⼈⼝…48,235⼈（R4.10.1現在）
■「三陸復興国⽴公園」の中⼼

１ 宮古の紹介

宮古市

景勝地「浄⼟ヶ浜」 市の⿂「サケ」
２



壊滅的な被害を受けた⽥⽼地区市街地旧市役所前堤防を乗り越える⿊い津波

○市内最⼤震度…震度５強
○最⼤波…⾼さ8.5ｍ以上
○最⼤遡上⾼…39.7ｍ

（重茂・姉吉地区）
〇被害推計総額 2,457億円
※H23年度市⼀般会計当初
予算額(約303億円)の約８倍！

２ 東日本大震災（2011年３月11日）

■被害状況

３

被災区分 宮古市 岩手県

死者 517人 4,674人

災害関連死 55人 469人

負傷者 33人 210人

被災世帯 4,948世帯 27,583世帯

家屋倒壊数 9,088棟 54,496棟

県
内
最
多



■復興計画の策定
（１）宮古市東⽇本⼤震災復興計画【基本計画】……平成23年10⽉31⽇策定
（２） 〃 【推進計画】……平成24年 3⽉30⽇策定
（３） 〃 地区復興まちづくり計画 ……平成24年 3⽉30⽇策定 (※1)

【復興に向けた３つの柱】
「すまいと暮らしの再建」「産業・経済復興」「安全な地域づくり」

【計画期間】平成23年度から平成31(令和元)年度…９年間
H23年度 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31(R1)

復旧期 再⽣期 発展期

（※１）地区復興まちづくり計画
●対象＝被災地区：33地区

検討会⽴上型／10地区
全体協議型／23地区

→地区住民により

復興まちづくり計画策定

→地区住⺠が検討会⽴ち上げ

【復興計画の事業状況】
・令和元年度で計画期間終了
・事業数 403事業
・事業費 2,100億円

被害推計総額
2,457億円

共に100％達成！
４

３ 震災から12年 復興の現状

■事業費ベースでの事業進捗率
■被災者の住宅再建率



（写真出典：旧⽥⽼町教育委員会「⽥⽼町誌(第⼀集)防災の町」1971
年）

■被害状況
・震源の規模
（M） ： 8.5
・最⼤
波 ：
10m

「三陸⼤海嘯溺死者慰霊
塔」
昭和三陸地震津波慰霊碑
（場所：常運寺）
８

４ 津波災害の歴史
（１）幾多の災害の歴史

５

1611 慶長地震
1896 明治三陸地震
1933 昭和三陸地震
1960 チリ地震津波
1968 十勝沖地震津波
2011 東日本大震災



４ 津波災害の歴史
（２）昭和三陸地震後の復興

６

【震災予防に関する注意書き（第⼀図：⽥⽼村）】



昭和三陸津波からの復興の様⼦（昭和３１年頃）

４ 津波災害の歴史
（２）昭和三陸地震後の復興

７



（震災
前）

⻑さ2,433m ⾼さ10mの防潮堤が完成
苦節44年

昭和53（1978）

４ 津波災害の歴史
（３）防潮堤整備と町勢拡大

８

⽥⽼湾

第1線堤
S37〜40
L=582m

国道45号

第2線堤
S9〜32
L=1,350m

第１線堤
S48〜53
L=501m



田老湾

■被害状況
・震源の規模（M） ： 9.0
・最⼤波（計算値） ： 19.3m
・死者・⾏⽅不明者数 ： 181⼈

４ 津波災害の歴史
（４）東日本大震災の状況

国道45号

⽥⽼湾

９



４ 津波災害の歴史
（５）東日本大震災からの復興

10

野球場

道の駅たろう

新⽥⽼駅 ⽥⽼港

第1線堤国道45号

第2線堤

⾼台（防災集団移転事業）
三王団地

市街地
（区画整理事業）

メガソーラー

津波遺構
たろう観光ホテル

⽥⽼第⼀中学校

⽥⽼第⼀⼩学校

三王岩

乗り越し道路

⼈⼯地盤



津波遺構「たろう観光ホテ
ル」

震災当時の⽥⽼地区 現在の⽥⽼地区
道の駅たろう営業中！

学ぶ防災ガイド利⽤者実績 （単位︓⼈）

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
(R1) R2 R3 R4.7

18,928 31,392 28,065 19,608 21,060 19,670 18,894 20,625 7,670 10,596 3,412

５ 災害の記憶伝承の取り組み
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学ぶ防災ガイド

多くの⼈々でにぎわう鮭・あわび
まつり

令和４年７月

20万人
達成！



６ 宮古市災害関連資料
アーカイブ構築事業について
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〇分散保存の問題（国、県、市、団体や個人などそれぞれが保管）
〇劣化・散逸の問題（時間の経過による劣化、担当の異動による散逸）

現状と

課 題

【資料の収集】
〇⼀元管理を⽬指す 〇資料は今後の災害の教訓となる

【デジタル化の実施】
〇検索のしやすさ 〇効果的な展⽰

【公開⽤ＷＥＢサイト構築】
〇タブレットで当時の映像と現在を⽐較

シ
ス
テ

ム
構
築

公開後

【今年度】

【災害関連資料】

【防災・減災教育での有効な活⽤】

【津波遺構や学ぶ防災との連携による交流⼈⼝の拡⼤】

【災害の教訓を伝え、次の災害に備える】

Ｒ５年３⽉
公開予定



６ 宮古市災害関連資料
アーカイブ構築事業について
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【デジタル化した資料の例】
書簡の概要
⽇付 昭和８年５⽉１⽇
差出 震災予防評議会 幹事 今村明恒
宛先 ⽥⽼村⻑ 関⼝松太郎
内容 研究家である今村⽒から⽥⽼村⻑あて、

災害の予防に関する研究を進めている
旨。
当時の内務省及び農林省あて⼿続きが
終了したので、いち早くお⾒せしよう
と贈呈するといった内容。

経過 関⼝村⻑が盛岡まで出向き、今村⽒か
らこの書類を受け取ったと記録されて
いる。



７ 宮古市災害資料館の整備

旧⽥⽼総合事務所は、耐震性の問題から、令和2年5⽉に新
庁舎に移転しました。
その跡地については、宮古市災害資料館（仮称）として整
備を進めます。
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令和７年度

供用開始予定



持続可能なまちの実現へ

市の最新情報は市ＨＰ

からご覧になれます→
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